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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 9月 17日 (2004.9.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
圧 電 体 を 含 む 部 材 に チ ャ ネ ル を 形 成 し 、 前 記 圧 電 体 に 設 け ら れ た 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 、
前 記 圧 電 体 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 前 記 チ ャ ネ ル か ら イ ン ク を 噴 射 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ
リ ン ト ヘ ッ ド を 製 造 す る 方 法 で あ り 、
　 複 数 の チ ャ ネ ル 用 の 溝 を 有 す る チ ャ ネ ル プ レ ー ト の 少 な く と も 一 側 面 と 底 面 を 、 触 媒 を
吸 着 さ せ て メ ッ キ 処 理 し て 所 望 の 膜 厚 よ り 薄 い メ ッ キ 薄 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 メ ッ キ 薄 膜
の 一 部 を レ ー ザ ー 光 で 除 去 し 、 そ の 後 、 再 び メ ッ キ 処 理 す る こ と に よ り 、 前 記 レ ー ザ ー 光
で 除 去 さ れ な か っ た メ ッ キ 薄 膜 上 に さ ら な る メ ッ キ 膜 を 形 成 し 、 こ れ に よ り 前 記 所 望 の 膜
厚 の 電 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
圧 電 体 を 含 む 部 材 に チ ャ ネ ル を 形 成 し 、 前 記 圧 電 体 に 設 け ら れ た 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 、
前 記 圧 電 体 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 前 記 チ ャ ネ ル か ら イ ン ク を 噴 射 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ
リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 で あ り 、
　 複 数 の チ ャ ネ ル 用 の 溝 を 有 す る チ ャ ネ ル プ レ ー ト に 触 媒 を 吸 着 さ せ た 後 、 前 記 触 媒 の 一
部 を レ ー ザ ー 光 で 除 去 し 、 そ の 後 、 前 記 チ ャ ネ ル プ レ ー ト の 少 な く と も 側 面 と 底 面 を メ
ッ キ 処 理 す る こ と に よ り 、 前 記 レ ー ザ ー 光 に よ り 除 去 さ れ な か っ た 触 媒 上 に 、 前 記 電 極 と
し て の メ ッ キ 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
圧 電 体 を 含 む 部 材 で チ ャ ネ ル を 形 成 し 、 前 記 圧 電 体 に 設 け ら れ た 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 、
前 記 圧 電 体 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 前 記 チ ャ ネ ル か ら イ ン ク を 噴 射 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ
リ ン ト ヘ ッ ド を 製 造 す る 方 法 で あ り 、
　 複 数 の チ ャ ネ ル 用 の 溝 を 有 す る チ ャ ネ ル プ レ ー ト と 、 カ バ ー プ レ ー ト と を 接 着 し て ヘ ッ
ド チ ッ プ を 形 成 し た 後 、 前 記 ヘ ッ ド チ ッ プ に 形 成 さ れ た 筒 状 の 複 数 の チ ャ ン ネ ル の 内 壁 と
前 記 ヘ ッ ド チ ッ プ に お け る 所 定 の 外 周 面 と に 触 媒 を 吸 着 さ せ て 前 記 電 極 と し て の メ ッ キ 層
を 形 成 し 、 そ の 後 、 前 記 外 周 面 に 形 成 さ れ た メ ッ キ 層 の 一 部 を レ ー ザ ー 光 で 除 去 す る こ と
に よ り 、 前 記 複 数 の チ ャ ン ネ ル に 対 応 し た 電 極 を 前 記 ヘ ッ ド チ ッ プ の 外 周 面 に 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 電 極 と し て 形 成 さ れ た メ ッ キ 層 は 、 所 望 の 電 極 膜 厚 よ り も 薄 い メ ッ キ 膜 厚 で あ り 、 前
記 外 周 面 に 形 成 さ れ た メ ッ キ 薄 膜 の 一 部 を レ ー ザ ー 光 で 除 去 し た 後 、 再 度 、 前 記 複 数 の チ
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ャ ン ネ ル の 内 壁 と 前 記 所 定 の 外 周 面 と に メ ッ キ 処 理 す る こ と に よ り 、 前 記 レ ー ザ ー 光 で 除
去 さ れ な か っ た メ ッ キ 薄 膜 上 に 、 さ ら な る メ ッ キ 膜 を 形 成 し 、 こ れ に よ り 、 前 記 電 極 と し
て 所 望 の 膜 厚 の メ ッ キ 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト プ
リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
圧 電 体 を 含 む 部 材 で チ ャ ネ ル を 形 成 し 、 前 記 圧 電 体 に 設 け ら れ た 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 、
前 記 圧 電 体 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 前 記 チ ャ ネ ル か ら イ ン ク を 噴 射 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ
リ ン ト ヘ ッ ド を 製 造 す る 方 法 で あ り 、
　 複 数 の チ ャ ネ ル 用 の 溝 を 有 す る チ ャ ネ ル プ レ ー ト と カ バ ー プ レ ー ト と を 接 着 し て ヘ ッ ド
チ ッ プ を 形 成 し 、 前 記 ヘ ッ ド チ ッ プ に 触 媒 を 吸 着 さ せ た 後 、 レ ー ザ ー 光 で 前 記 ヘ ッ ド チ ッ
プ の 外 周 面 の 一 部 の 触 媒 を 除 去 し 、 そ の 後 、 前 記 複 数 の チ ヤ ン ネ ル の 内 壁 と 前 記 所 定 の 外
周 面 と を メ ッ キ 処 理 す る こ と に よ り 、 前 記 レ ー ザ ー 光 に よ り 除 去 さ れ な か っ た 触 媒 上 に 、
前 記 電 極 と し て の メ ッ キ 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 電 極 が 、 ニ ッ ケ ル ま た は 銅 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 ピ エ ゾ 素 子 を 使 用 す る 、 高 画 質 、 高 速 、 高 密 度 シ ヤ ー モ ー ド イ ン ク ジ ェ
ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。 シ ヤ ー モ ー ド イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ
ン ト ヘ ッ ド は 、 分 極 し た 圧 電 基 板 に 、 イ ン ク チ ャ ン ネ ル を 研 削 し て 、 そ の 溝 の 側 壁 に 電 極
を 形 成 し 、 こ の 電 極 に 電 界 を 掛 け る と 、 溝 の 側 壁 が 、 く の 字 型 に 剪 断 変 形 し て 、 溝 の 中 の
イ ン ク に 圧 力 を 掛 け て イ ン ク 滴 を 吐 出 す る 。 こ の イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド に は 、 溝
内 に 電 極 を 、 そ し て 、 溝 の 外 に 、 こ の 電 極 に 信 号 を 送 る 接 続 電 極 が 必 要 に な る 。 こ の 発 明
は 、 従 来 の 感 光 性 レ ジ ス ト を 使 用 し な い で 、 メ ッ キ と レ ー ザ ー を 使 用 し て 、 電 極 と 接 続 電
極 を 形 成 す る 新 し い イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 圧 電 体 を 含 む 部 材 に チ ャ ネ ル を 形 成 し 、 前 記 圧 電 体 に 設 け ら
れ た 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 、 前 記 圧 電 体 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 前 記 チ ャ ネ ル か ら イ ン ク
を 噴 射 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 で あ り 、 　 複 数 の チ ャ ネ ル 用 の 溝 を
有 す る チ ャ ネ ル プ レ ー ト に 触 媒 を 吸 着 さ せ た 後 、 前 記 触 媒 の 一 部 を レ ー ザ ー 光 で 除 去 し 、
そ の 後 、 前 記 チ ャ ネ ル プ レ ー ト の 少 な く と も 側 面 と 底 面 を メ ッ キ 処 理 す る こ と に よ り 、
前 記 レ ー ザ ー 光 に よ り 除 去 さ れ な か っ た 触 媒 上 に 、 前 記 電 極 と し て の メ ッ キ 層 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 で あ る 。
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